
基本理念

基本方針

「心のかよう質の高い医療」を提供します
「患者の幸せ」のため、質の高い医療の提供を目指します
よりよき医療環境を求めて、地域と共に保健・医療・福祉の充実を目指します
職員の協働活動のため、よりよき環境づくりを目指します

中央検査科生理検査室メンバー

患者さんの権利と責務
１．個人の尊厳を尊重され、医療者との相互の協力関係のもとに良質な医療 
　 を受けることができます。
２．病気・検査・治療などについて、十分な説明と情報をうけることができます。
　 また、よく理解できなかったことについては十分理解できるまで質問するこ
　 とができます。
３．十分な説明と情報提供を受けた上で、医療者が提供する検査や治療方法
　 などを自らの意思で選択することができます。また、他医療機関の医師の
　 意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。
４．当院での診療の過程で、医療者が得た個人情報やプライバシーについては
　 厳正に保護されます。

５．所定の手続きをおとりになることにより、ご自分の診療録の開示をお求め
　 になることができます。
６．良質な医療実践のため、自分自身の健康に関する情報を正確に提供する責
　 務があります。
７．すべての患者さんが適切な医療を受けられるように、他の患者さんの入院
　 生活や病院職員の医療提供に支障を与えないように配慮する責務があり
　 ます。
８．安全で優しい療養環境を維持するために、医療に関する法律や病院で決め
　 た約束事などをお守り頂く責務があります。
９．医療費を支払う責務があります。
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最新の外来診療表がホームページで確認できます  https://www.simo.saiseikai.or.jp/
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外 来 患 者 数 入 院 患 者 数 新入院患者数 平均在院日数 救急車受入件数 手　術　件　数

令和 3年 5月
令和 3年 6月
令和 3年 7月

　教室・相談のお知らせ（令和3年10月～12月）

　診療実績報告（令和3年 5月～令和3年 7月）

　地域医療支援研修会（令和3年10月～12月）

上記の日程は、諸事情により変更もしくは中止となる場合があります。ご了承ください。※腎臓病教室は、入院患者のみを対象とするため削除となりました。

地域医療支援病院の教育活動の一環として、毎月1回（第4木曜の18時～）研修会を開催します。是非ご参加下さい。※事前の申し込みは不要（駐車場は当院外来駐車場をご利用下さい）
※参加される方はマスク着用でお願いします。  過去１４日以内に、山口県外に移動歴がある方は参加制限をしています。

おことわり

開　催　日

開　催　日

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

　健康講座の予定（令和3年10月～12月） 〈時間〉10：00～10：30 ／〈場所〉会議室（2階）

〈時間〉１８：００～１９：０0 ／〈場所〉管理棟 講堂（3階）

糖 尿 病 教 室

実　　　施　　　日 時　　　間 参  加  費 お問い合わせ

なんでも相談窓口

場　　　所

マザークラス 当面の間、中止といたします。再開が決まりましたらホームページ等でお知らせいたします。

当面の間、中止といたします。再開が決まりましたらホームページ等でお知らせいたします。

14,143人
15,316人
15,229人

10,578人
9,963人
10,428人

849人
825人
836人

11.8日
10.96日
11.78日

663件
694件
646件

286件
253件
334件

糖尿病療養支援におけるリスクマネジメント

インフルエンザ・感染性胃腸炎について

28日（木）

25日（木）

23日（木）

感染管理認定看護師 

糖尿病看護認定看護師 

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

8：30～17:00 無　料 医療相談室医療相談室10月・11月・12月（月）～（金）

10月

11月

12月

　13日（水）
　20日（水）

6日（水）

　17日（水）
　10日（水）

高齢と心不全について
病院で問題となっている菌について

あなたの腎臓守ります

早目の気づきが大切 ～自宅での急変時の対応～

下肢静脈瘤とは ～治療と予防について～
コロナ禍でのがん検診について

手術前に知って得すること

薬だけじゃない！ がんの痛みを緩和する方法
糖尿病のウソ・ホント
あなたはどこまで正確に答えられますか？

透析看護認定看護師

集中ケア認定看護師

新生児集中ケア認定看護師

感染管理認定看護師　1日（水）

　27日（水） 集中ケア認定看護師

慢性心不全看護認定看護師

がん性疼痛看護認定看護師

糖尿病看護認定看護師 22日（水）

 8日（水）
 15日（水）

10月

12月

11月

がん化学療法看護認定看護師

手術看護認定看護師

赤ちゃんの不思議な力

自分や家族の「人生会議」
～もしもの時について考え話し合う～　24日（水） 緩和ケア認定看護師

岡 崎 美 幸
清 水 倫 子
西 嶋 和 弘
前 田 友 美
米 村 幸 子
谷 口 裕 子

山 本 千 春

古 賀 香 奈 子
山 口 健 二
池 田 恵 里 佳

安 田 直 子

脳卒中の急性期看護～急性期病院ではこんなことをしています

安田　直子

古賀 香奈子

安村　美穂
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日時
毎月第3金曜日
10:00～13:00 場所 １階ロビー

(インフォメーションでお声をかけてください)

ふくふくサロンふくふくサロン
がん患者さん・ご家族のためのがん患者さん・ご家族のための

がん患者さんや家族の方が「語りの場」として
「ふくふくサロン」を開催しています。

令和3年10月13日(水)、11月10日(水)、12月8日(水)

お問合せ

対象 がん患者、その他ご家族
（通院、入院、他院問わず）

費用 無　　　料
（駐車料金含む）

がん相談支援センター（直通） ☎083-262-2332

時間  13：00受付～15：00 場所  ２階会議室

開催日

治療と仕事の両立支援の相談窓口
産業保健総合支援センター相談員が休みのとり方、会社との付き合い方、治療のスケジュールに合わせた働き方など、仕事を続ける上での工夫について、どなたでも無料で相談することができます。

F U K U　　  F U K U　   S A L O N

臨床検査技師
安岡  佳成
（やすおか よしなり）

Ul t rasound labora tory
超音波検査室
超音波検査室の紹介

肝機能異常にて近医から紹介され来院。腹部超音波検査にて強い肝静脈の
拡張を認め、うっ血肝と診断。同時に原因を検索し、高度の三尖弁逆流によ
る右室容量負荷を疑うと指摘。直ぐに循環器内科へ紹介となった。原因を素
早く推定でき、情報提供できた一例。

胆のう精査の検査で腹部大動脈瘤を
指摘し、手術となった一例。心臓、腹
部超音波検査では命に関わる腹部大
動脈瘤の有無を全例で検索している。

　当院の超音波検査室では頭蓋内、整形領域以外はどこでも
検査を行います。携わっている技師は10名で、全員が有資格
者です。さらに2名が勉強をはじめ、人員の充実に努めています。
今回は、腹部・心臓超音波検査のご紹介をさせて頂きます。
　当然のことではありますが、臨床に必要な情報を提供する
ため、患者の役に立つため、日々勉強し、精進しています。

病気を探し出す！
　各々の領域内で最大限の検査を行い、病気を探し出します。実際、考えてもいなかった命に関わる病気を見つけるこ
ともあります。

臨床に役立つ情報を提供すべく頑張っています
私たちがやっていることの一部をご紹介します。

抗癌剤による心筋症を早期に発見する！
心毒性のある抗癌剤使用による心機能低下をLVEFより鋭敏に反映するGLSは、癌拠点病院としてなくてはならない指
標です。（GLS：心筋の縦方向の収縮機能を評価する指標）

超音波検査で手術に貢献する！
手術の適応や効果判定のため、術前、術中、術後に超音波検査を行います。責任重大ですが、適応基準、合併症などを熟知
して検査に臨んでいます。

今後について
現在、TAVI（経カテーテル大動脈弁植え込み術）実施施設を目指し準備を進めるなど、様々な最新治療を取り入れていっ
ています。それに伴う臨床からの要望に応えられるモダリティーに超音波検査がなるよう、日々研鑽していきます。

当院は全国的にも数少ないWO手術（低侵襲な内視鏡下左心耳切除術）実施施設。術前に左心耳内血栓の有無を超音波
検査で評価している。画像は、同手術目的に当院紹介となったが、術前に左心耳内血栓（矢頭）が見つかった症例。

アドリアマイシン投与中に胸部症状出現。LVEFは変化ないが、GLSの低下を認め、休薬となった。その後GLSが改善し
投薬再開。早期発見が功を奏した。

症例について相談したり、調べあっ
たりして知識を深める。追跡してい
る症例の結果を報告し合うことも
多い。

診療科のカンファレンスへ参加。医
師が何を考えて治療しているのか、
超音波検査に何ができるかを知る
良い機会。

週1回、エコーカンファレンスを開
催。医師にも参加してもらい、超音
波検査以外の知識も深めている。

僧帽弁

経食道心エコー（3D）経食道心エコー経胸壁心エコー

有症状時のGLS＝10％投与前のGLS＝18％


